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2日(木)の各界連の国会議員要請行動には22人が参加し、自民党参議院国対委員長の脇雅史議員をはじめ約30人の議員を訪問し、「国民の6割が今国会で採決すべきではないといっている。徹底審議で廃案に」と強く要請しました。議員面会所では紙智子参院議員（共産）が連帯あいさつしました。

新日本婦人の会・地元事務所への要請行動結果から　

埼玉県連川口支部、川越支部は７月27日、国会議員の地元事務所や自宅を訪問し、「私は言いたい！」カードや、「増税反対」の寄せ書きを手渡して要請しました。

●池口修次参院議員(民主)　自宅を訪問し、応対した妻に「私は言いたい！」の画用紙を手渡し。「私は、今回のことは急に出てきて決めてしまったことに対し、拙速すぎると思う。きちんと順を追って決めるべきだ。増税は、どの党のときでもやりにくいと思うが、充分話し合った方がいい。みなさんの気持ちはわかりました」。
●山根隆治参院議員(民主)　「まだ、民主党に残っているのですか？」と聞くと、秘書が「何言っているんですか？民主党ですよ。現在外務副大臣で、野田政権の言うとおりです。個人としての意見は言えません」。しかし「地域で宣伝をしていると、“うそつき”と言われて困っている。みなさんの気持ちはわかる」と。「私は言いたい！」カードを見て、「みな自筆ですよね。コピーではないんですよね」といたく感激していました。
●新藤義孝衆院議員(自民)　女性事務員３･４人と自民党川口支部事務局長が丁寧に対応。

●石田勝之衆院議員(民主)　女性事務員１人と民主党選挙対策委員の男性が対応。話がわかるような、わからないような…。

国会議員要請行動の結果から　＜8月1日分＞

●ツルネンマルテイ議員(民主・神奈川)「公務員給与と国会議員の給与削減など行政改革をしてから増税する。中小業者の価格転嫁問題は検討する」というが、具体策はなし。

●水戸将史議員(民主・神奈川)「議員の考えは聞いてない。地元からの風当たりは強くなっている」

●鈴木寛議員(民主・東京）「消費税を上げなければ何をガマンする！選挙で応援しなくて結構です」

●竹谷とし子議員(公明・東京)「公明党は三党合意の中に５つの条件を加えさせた」というので、「ではその条件が満たされなければ反対するんですね」と追及すると回答できなくなった。

●蓮ほう議員(民主・東京）女性秘書が「社会保障のために消費税増税は必要です」とキッパリ。「未来の世代にツケを残さないため」。「未来といっても、今、ぎりぎりなのに、増税されたら家も買えない子どもも産めない！」と迫り、「私のひとこと」、全国業者青年実態調査を渡した。「必ず目を通す」と約束。

＊2日、3日の参院特別委員会では、小会派の質問がおこなわれます。

3日は傍聴に取り組みます。傍聴希望の方は3日午前11時までに全商連へ連絡して下さい。

3日(金）14:40～（持ち時間50分）　田村智子議員(共産）
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